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平素より当院につきましては格別のご高配を賜りありがとうございます。  

一昨年に国内発生した新型コロナウイルス感染症の勢いはとどまることを知らず、

昨年も皆様方に於かれましては 2年もの長きにわたって大変なご苦労をされたもの

と拝察いたします。 

本院におきましては、大阪府内の6つの第2種感染症指定医療機関の1つとして、

新型コロナ感染症の発生初期より診療を開始し、2019 年 1 月 31 日の疑似症受入か

ら 2021 年 12 月 8 日（現在）までに、新型コロナウイルス陽性患者 807 名、疑似症

約 217 名、合計約 1024 名の入院治療を行ってまいりました。また、帰国者・接触者

外来、地域外来・検査センター、発熱外来、外来抗体カクテル療法実施施設、同バ

ックアップ病院などを担当し、地域で増加するコロナ診療のニーズに応えてまいり

ました。コロナ専用病床も大阪府からの要請に応じて徐々に拡大し、現在は最大フェーズにおいて 7東病棟全

体にあたる合計 42 床をコロナ用（疑似症 4 床を含む）として稼働しております。少しでも地域に貢献が出来

ておりましたら、幸いに存じます。また、当院のコロナ診療に際し、様々な形でご支援を賜りましたことを、

この場を借りて御礼申し上げます。地域医療を中心的に担うという当院の使命として、コロナ診療に全面的に

注力しつつ、通常診療をも疎かにすることなく励んでいくことが強く望まれています。現時点では幸い院内感

染を生じることなく、最大限のコロナ診療と通常の診療をほぼ両立できております。困難な道のりではありま

すが、今年もこの姿勢を維持し当院の役割を果たしていきたいと存じます。 

また、令和 3 年 3 月には、「地域医療支援病院」の承認を大阪府知事から得ることができました。地域の医

療機関との信頼関係の構築は、本院が最も重要視してきたもので、長年の目標を達成できたのは、皆様のご支

援とお力添えの賜物であり、改めて感謝申し上げます。これからも、地域の医療機関の皆様と緊密な連携のも

と、地域医療を支える病院としての責務が果たせるよう取り組んでまいります。 

あらためて本院は、『心のかよう医療を行い、信頼される病院』を基本理念に、患者の皆様や地域との信頼

関係を築きながら、安全かつ安心と満足の得られる質の高い医療を提供することが使命であると考えています。

さらに、地域唯一の公立病院として、救急医療、小児・周産期医療、感染症・災害医療などにおける役割を全

うしていくほか、市民公開講座や地域医療従事者を対象とした研修、セミナーなどを通じて、医療や健康に関

する情報を積極的に発信し、住民の皆様の健康増進や地域医療の発展にも貢献してまいります。 

最後に、地域の皆様方に於かれましては、新型コロナ感染症や一般の診療などに関して私共が十分にご期待

に沿えなかった部分も多々あろうかと存じますが、一層の改善を重ねてまいります所存ですので、ご容赦願え

ましたら幸いに存じます。今後とも変わらぬご支援を何卒宜しくお願い申し上げます。 
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基本理念 「心のかよう医療を行い、信頼される病院」 

新年のご挨拶 



 

 

 

 

 

泉 信行（いずみ のぶゆき） 主任部長 

緩和ケア病棟では、病棟専従医、精神科医、臨床心理士、臨床宗教師、認定看護師、理

学療法士、管理栄養士など多種多様のエキスパートが関わり、新しいアプローチの仕方を

考え、協同して患者さんの症状緩和に努めます。 

患者さんだけでなく、近親者に対しても精神的フォローを行いますのでご安心ください。 

何かお困りがあり、相談したいときは遠慮せずにスタッフにお尋ねください。 

 

当院の緩和ケア病棟では、患者さんやご家族の思いを第一

に考えています。がん等による心と身体の苦痛をやわらげ、

自分らしい生活を送れるよう支援していきます。患者さんや

ご家族の気持ちに寄り添い、穏やかに笑顔で過ごせるお手伝

いを心がけています。生活環境やライフスタイルも病院に合

わせるのではく、患者さんやご家族の要望を自由に選択でき

るよう体制を整えています。 

 

以前は、緩和ケア病棟というと終末期というようなイメージをもたれていま

したが、今日の緩和ケアというのは、「身体がやわらぐケアの実施」や「在宅療

養をしていくための環境の調整」など時代とともに患者さんのニーズに合わせ

て変化してきました。患者さんのしたいこと・患者さんへしてあげたいことに

対して傾聴し、医師、看護師だけでなく、多職種で話し合いながら援助しています。退院後もシ

ームレスなケアが受けられるように往診医や訪問看護師、ケアマネージャーなどと連携し、情報

を共有しています。 

また、一度緩和面談を受けている患者さんは、入院しやす

い体制を整えているので病院や往診医にご相談ください。 

 

緩和ケア病棟の特徴 

病棟は 7階の最上階にあるため、ホールやベランダから眺望を楽

しめます。南側は生駒山系、西側は枚方パークの観覧車や京阪電車、

新幹線の走行、澄み切った晴天日には大阪市内のビルも見渡せます。

また朝日や夕日、夜景も楽しめ、電車の走行はまるで銀河鉄道のよ

うです。 

緩和ケア病棟の特徴として、音と採光に

配慮された設計となっており、ホールでは

常時音楽を流しています。一般病棟と違い、床はカーペットになってい

ます。病棟のお部屋は完全個室となっており、室内にトイレと洗面所が

設置されています。また緩和ケア病棟に入院中、家族の方がいつでも面

会できるように、面会時間は 24 時間可能にしており、家族の方に利用し

ていただける家族室も 2部屋用意していています。 

緩和ケア病棟 患者さんとご家族の思いを大切にしています 



 

 

食事については、患者さんの意向を傾聴し、管理栄養士と相談しなが

ら、患者さんの食べやすい種類、形態、温度、時間などを考慮して提供

しています。その他に、病棟にはキッチンが備え付けられています。患

者さんが食べたいものや作りたいものも病棟で調理することが可能で

す。 

 

入浴は、お風呂場を銭湯風にアレンジし、

「入院中でもリラックスしながらお湯につ

かることができる」と、皆様にご好評をい

ただいています。 

 

 

そして患者さんとご家族ができるだけ自宅に近い環境で過ごせるように、患者

さんの誕生日にご家族と一緒にお祝いしたり、患者さんの作品の掲示をして

います。また廊下の掲示も季節が感じられるような空間作りをしています。

過去には、銀婚式や結婚式などをホールで執り行い、スタッフも一緒にお

祝いすることもありました。その他に病棟から職場に出勤される患者さんに、

病状のコントロールをしながら就労を支援しました。 

 

季節行事も定期的にホールで開催しています。春にはひな祭り、夏に

は夏祭り、冬にはクリスマス会、節分など、ミニ音楽会などのイベント

も行っています。患者さんが入院中の気分転換になり、楽しんでもらえ

るよう、工夫しながら開催しています。 

 

 

※新型コロナウィルスの影響により、一部面会時間や病棟利用に 

制限があります。詳細は緩和ケア病棟にお問い合わせください。 

 

 
 

 

 

 

旭爪 幸恵（ひのつめ ゆきえ） 検診センター副部長 

 この度、12 月から健診センターに着任しました旭爪と申します。近

畿大学を卒業後、済生会吹田病院で研修し、消化器内科医として勤務し

ました。現在は、健診医として勤務しています。市立ひらかた病院とい

う地域の中核病院での健診のあり方を模索し、地域の方々の健康増進に

貢献していきたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

市立ひらかた病院 着任医師のご紹介 



小坂理也先生 

 

 

 

 

 

 

 

 小坂先生は整形外科一般に加えて、リウマチ、骨粗しょ

う症診療や脊椎疾患にも専門性をもって診療されていると

のことです。お薬での治療が進歩したことにより、手術を

しないで、保存的治療により症状のコントロールができる

ケースが多くなり、患者さんとじっくり向き合って治療に

取り組めることができるようになったと話されていました。

そのため、つい患者さんとの対話に熱が入り、診察時間

が長引くことが悩みの種と漏らされていました。 

一方で症状や重症度に応じて、適切な時期に専門的な治療や手術が行える

病院へ紹介することがかかりつけ医の重要な役割であり、かかりつけ医と病

院のシームレスな連携が大切とおっしゃられていました。 

 クリニックでは骨粗しょう症に対する全身骨密度の測定や理学療法士によ

る機能訓練も行っており、お気軽にご相談くださいと話されていました。 

診療の忙しい中、たくさんのお話をしていただき、ありがとうございました。 

 

 

 
 

 

 

木村歯科医院は、明治時代から三代に渡って幅広い年齢層の

方々に歯科医療を提供してこられました。木村先生は患者さんに

寄り添い、自分の家族に治療するような心温まる、アットホーム

な歯科治療を心がけておられるとのことです。そして引き継がれ

る治療だけでなく、新しい治療方法や歯科用 CT などの新しい機

器を取り入れることで安心して患者さんに治療を受けてもらえる

よう、日々切磋琢磨されているそうです。また痛みに関してもで

きるだけ軽減できるように、患者さんにとって優しい治療を心が

けていると話されていました。 

待ち合い室に飾られている看板は、100 年以上経過した今でも重厚感があり、医院

の歴史を感じることができました。先生をはじめ、スタッフの方々もとても気さくで、

何でも相談したくなるような、患者さんが安心して通える歯科医院であると感じまし

た。 

 当院のことも信頼していただいており、いつも病診連携にご協力いただき、ありが

とうございます。 

登録医療機関のご紹介 

木村歯科医院 

こさか整形外科リウマチクリニック 
枚方市甲斐田東町9-5 KAIDA MALL1 階 

℡ 072-898-1161 

診療科 整形外科／リウマチ科／リハビリテーション科 

木村拓郎先生 

枚方市岡東町17-3  

℡ 072-861-7788 

診療科 歯科 


